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Ⅰ.はじめに 

 金子（1−2015，p.46）は学校体育の指導現場で
の問題点として，「運動は本人が自得するも
のだから，体育教師はそのサポート役とし
て，『本人が覚えやすい状況を整備する』と
いうマネジメントによるサポートに明け暮
れればよいと考えてしまいます」と述べて
いる．この金子の指摘から，学校体育の現
場の問題点として学習者にコツをつかませ
る営みは学習者が自得すべきという考えを
持つ教員の存在が読み取ることができる． 

学校体育の現場では，動感だけでなく暗
黙知であるコツやカンもきちんと指導して
いかなければならない（2−2018，p.3：3−2017，p.8）． 
 倒立前転を習得する際，一瞬の倒立静止
に苦戦する学習者の実態がある． 

そこで本研究は，器械運動を苦手として
いる学習者に対して，筆者が倒立前転の運
動の発生に向けての促発指導を行い，その
中でどのように倒立前転のコツを身につけ
たのかを明らかにすることを目的とした． 
Ⅱ.研究方法 

本研究は金子（4−2002：5−2005a：6−2005b：7−2007：8

−2009：9−2015：10−2018）が提唱した発生運動学の
立場を取った．本研究の一連の指導実践で
は促発分析（6−2005b，p.134）という分析方法を
用いた．本研究における一連の指導実践で
は，指導後に振り返りを行いその日の練習
で新たに獲得した動感及びコツを記述させ
た． 

Ⅲ.倒立前転に必要な技術と技の独自性に
ついて 

１.倒立前転に必要な技術 

栗原他（11−2011）は，「倒立から肩を前に思
い切り出していき，マットに頭がつきそう
になったら頭をお辞儀するように腹屈して，
首から前転に入る感じで行う」「足先を前に
外しながら前転に入る」と述べている．三
木（12−2015，p.60）は倒立から肘を曲げてお腹に
力を入れて前転へ移行すると述べている．
これらの指摘から倒立前転では，倒立から

前転へ移行する局面においては，足先を前
に外しながら，肩を前に出し，肘を曲げて
お腹に力を入れるということがわかる． 
２.倒立前転の技の独自性 

木下（13−2012），仲宗根（14−2018）は倒立前転
の独自の運動経過として，「倒立から前転へ
の持ち込み方」と述べている．つまり， 木
下（ 13−2012）が指摘しているように倒立前転
において，倒立位での静止時間は二義的内
容ということである． 

Ⅳ.結果及び考察 
１.学習者 A の症例呈示 
 学習者 A（以下 A と記述）は本学サッカ
ー部に所属している．A はマット運動にお
ける倒立，マット運動における前転を習得
している． 

２.A に対する動感処方 
 A に対する動感素材分析の結果，主に以
下の動感を持ち合わせていないと判断した． 
⑴手で自らの身体を支える動感 
⑵肩から地面を押す動感 
⑶倒立を実施する際，指先に力を入れる動

感 
以下に筆者が A に対して動感を処方するた
めに提示した主な練習課題を記述していく． 

３.手で自らの身体を支える動感処方 
①手押し車の体勢から足を少しずつ高く上

げていくこと 
②手押し車 
③カエルの逆立ち 
④セーフティマットを 2 枚重ねマット上に

手をつき前転を行う練習 

４.肩から地面を押す動感 
①平行棒での両棒支持を行わせる練習  

筆者は，A が平行棒でこの練習を行う際，
【バーを下にしならせるつもりでやる】と
伝えている．  
②平行棒に足をかけて倒立を行わせる練習  
③四つんばい姿勢をとらせる練習  

５.指先に力を入れる動感処方 



①足の指でマットを掴む 
この練習課題以外にも“ボールを握る感

じ”“マットを掴む”という言葉や壁を握ら
せることでこの動感を処方した． 

６. A の倒立前転が発生した要因について 
 発生運動学では，“この指導方法で学習者
を指導したから運動が発生した”と言うこ
とはできない．なぜならば，運動発生の要
因には動感が絡んでおり非常に複雑だから
である．これを踏まえ以下に A の倒立前転
が発生した要因について記述していく． 
①指先に力を入れる動感を獲得した． 
 筆者は初日・3 日目においてもこの動感
を処方した．筆者はこの時練習課題を提示
すると共に“指先に力を入れる”という動
感を“マットを掴む”という言葉に託した．
しかしながら，A は“マットを掴む”とい
う言葉と“指先に力を入れる”という動感
がつながらなかった． 
 筆者はこのやりとりから自らの代行分析
の甘さを痛感した． 
②足の振り上げの動感を獲得した． 

この動感は足の振り上げの調整の動感と
同じ意味である．つまり，倒立位で静止を
するためにどのくらいの強さで足を振り上
げればよいか「カン」を働かせながら振り
上げを行えるようになったということであ
る． 
③前方への足の投げ出しの動感を獲得した． 
 背倒立の姿勢から前方に足を投げ出す練
習や肋木に足をかけて倒立姿勢から前に転
がる練習を通しこの動感を獲得することが
できた． 

７. A が獲得した倒立前転のコツ 
 筆者による一連の指導実践を通して，A
は“身体全体に力を入れる”“指先に力を入
れる”というコツを新たに獲得した．指先
に力を入れる”ことは筆者の倒立前転のコ
ツの一つでもあり，本研究における一連の
指導内容と学習経過から，筆者の倒立前転
のコツが伝わったことが伺える．  

８.学習者 B の症例呈示 
 学習者 B（以下 B と記述）は高校 3 年生
まで野球を専門競技としてきた．B はマッ
ト運動における倒立，マット運動における
前転を習得している． 

９. B に対する動感処方 
⑴手で自らの身体を支える動感 
⑵自ら志向し前に転がる動感 
⑶倒立を実施する際，指先に力を入れる動

感 

10. 手で自らの身体を支える動感処方 
①手押し車の体勢から足を少しずつ高く上

げていくこと 
②手押し車 
③頭倒立 

11. 自ら志向し前に転がる動感処方 
①マットを 3 枚重ねて倒立から前に倒れる

練習 
②倒立バーを握って倒立をし，前に倒れる

練習 
 マットを取り倒立前転の練習を行わせる
際は“腕立て伏せをする感じで肘を曲げる”
と伝え練習を行わせた． 

12.指先に力を入れる動感処方 
①カエルの逆立ち 
②頭倒立 
③手押し車の体勢から前に体重をかけてい

く練習 

13.B の倒立前転が発生した要因について 
 筆者は B の倒立前転が発生した要因につ
いて次の 2 点を考えている． 
①指先に力を入れる動感を獲得したこと 

筆者は 2 日目の指導実践で B に対し跳び
箱を用いた肩倒立の練習課題を提示した．
B はこの練習を通し前に倒れないように指
先に力を入れていたことが運動経過より感
じ取ることができた．つまり，B は筆者が
意図していない形でこの動感を無意識的に
体験することができたということである．
もちろん，B がこの動感を獲得していくに
あたり，筆者が提示した練習課題が学習者
の動感に少なからず影響を与えたことを記
述しておきたい． 
②自ら志向して前に転がる動感を獲得した

こと 
筆者は 4 日目〜最終日の指導実践で，柔

らかいマットを 3 枚重ねて倒立から前に倒
れる練習を継続して行わせてきた．この練
習を通し B のなかで“前に倒れても大丈夫”
という意識を持つことができるようになっ
たことが考えられる．その結果，B は，自
ら志向し前に倒れる動感に対しなじみを持
つことができたことが考えられる． 

Ⅴ.本研究のまとめ 
 本研究における筆者の指導実践を通し，
学習者の倒立・前転・倒立前転の動感が非
常に充実してきた．なぜならば，2 名の学
習者たちは，初日に比べると自らの動感を
感じ取ることができ，それを言葉に出して
筆者に伝えることができるようになった
からだ． 
 このことから，2 名の学習者の自己観察
能力が向上したと言える． 
 最後に，筆者は 2 名の学習者が倒立前転
を創発するきっかけを与えたに過ぎない． 
 今後，運動指導の現場で本研究のような
事例研究がより一層活発に行われること
を切に願い論を閉じることにする． 
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